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対外活動報告
大学等廃棄物処理施設協議会
　発足以来10年目を迎えた1988年度は，7月に筑波大学の世話でつくば市において第4回廃棄物
処理技術分科会が開催され，大学等と産業界から107名が参加した。なお，同分科会終了後にはわ
が国における環境保全研究の中心的役割を果している環境庁国立公害研究所の見学会が実施された。
　続いて，11月には京都大学の世話で京都市において第6回総会・研修会が開催され，産学から193
名の参加者があり，盛会のうちに終了した。
　分科会や研修会での話題提供や技術報告をもとに，同協議会の会報第6号が発刊されたので，そ
の目次を掲載し，本学環境管理センター利用者にフィードバックする。なお，会報は当センターで
閲覧できますので，ご利用下さい。
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文部省科学研究費・重点領域研究「人間環境系」
　重点領域研究「人間環境系」が発足して2年目となる今年度は，前年度に引続き公募研究2テー
マについて共同研究を行った。
　本学環境管理センターはもとより，各大学の環境センター専任教官組織は大変弱体で，いわゆる
理工系学部の研究室に比べ不十分な陣容となっている。そのため，研究組織を補強する意味で学内
外と積極的に共同研究を行う必要がある。
　次の2テーマはいずれもこの主旨に沿ったもので，それぞれの研究班組織，研究成果の内容目次
は以下に示すとおりである。これらの研究成果はハイテク産業プロセスの廃水処理で広範な応用が
望まれている。
N13－16
「不定期・不均質排出特性を有する排水の小規模処理システムの設計と評価」
????????
来田村
??
?????
重点領域研究　Nユ3一ユ6
?????
稲本班組織
（東京大学環境安全センター・教授）
（国立公害研究所計測技術部・分析室長）
（京都大学環境保全センター・教授）
（金沢大学工学部・教授）
（筑波大学応用生物化学系・教授）
（名古屋大学省資源エネルギー研究センター・助教授）
（岡山大学工学部・助手）
（京都大学環境保全センター・助手）
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：N12一ユ4
金属一有機化合物複雑混合系での有機金属化合物の生成機構並びに循環と制御
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岡山・香川環境資源懇話会
　昭和63年6月に産・官・学の情報交換，技術交流等の場として新発足した同懇話会は，地球環境
問題の追風にも乗って順調なすべり出しを果した。
　昭和63年度末の会員数は団体会員55社，個人会員64名（うち3名は外国留学生）となっており，
本年度は下記の目次に示すような事業を行った。
　平成元年度にはジャーナリストで，地球環境問題ではわが国の第一人者として著名な朝日新聞社
・編集委員の石弘之氏を特別講師として迎えるほか，昭和63年度と同様に多彩な行事が催される
ことになっている。
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